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有機フッ素医農薬中間体の簡便な合成に成功 
－フォトレドックス触媒使い、室温で短工程の反応系を開発－ 

 

【概要】 

 東京工業大学資源化学研究所の小池隆司助教、穐田（あきた）宗隆教授、富田廉

大学院生らは、医農薬品中間体として有用なトリフルオロメチルケトン類を、入手

容易なアルケン類（注１）から直接合成することに成功した。フォトレドックス触

媒（注２）と呼ばれる光触媒を用いて、アルケン類から直接合成できる新しい反応

系を開発して実現した。 

開発した反応系の特徴は、可視光（LED ランプ照射）で働く光触媒を用い、室温

という温和な条件で実施可能な点である。トリフルオロメチル基をはじめとするフ

ルオロアルキル基（注３）は医薬品の化学・代謝安定性や結合選択性などに大きな

影響を与え、薬物活性の向上をもたらすことが知られている。このため、新反応系

は医農薬品開発の分野で今後、広く使われていくことが見込まれる。 

研究成果は 7日発行の権威あるドイツ化学会誌「アンゲバンテ・ヘミー国際版」

に掲載され、同時に口絵にも選ばれた。 
 

●研究成果 

 小池助教、穐田教授らは、人工光合成分野で活発に研究されている光触媒作用

を有機分子の変換反応に活用しようと考え研究を進めた。今回、光触媒作用を最

大限活用し、市販の求電子的トリフルオロメチル化剤（注４）とジメチルスルホ

キシド（注５）（酸化剤）を反応溶媒として用い、入手容易なアルケン類から直

接、医農薬品中間体として有用なトリフルオロメチルケトン類の合成に成功した

（図１(a)）。この反応は、室温、LED を光源とした可視光照射、汎用有機溶媒で

あるジメチルスルホキシドを酸化剤に用いるというきわめて温和な条件で実施

可能である。 

従来、トリフルオロメチルケトン類は対応するケトン類の活性化を経て合成さ

れるのが一般的だったが、今回の研究成果によりアルケン類を原料として一段階

で合成できるようになった（図１(b)）。この反応系を利用することで多様な有機

フッ素医農薬品合成への応用が期待される。 










